
喫煙率（男）

喫煙率（女）

ニコチン依存管理の実施件数

ハイリスク飲酒者の割合（男）

ハイリスク飲酒者の割合（女）

高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率（男）

高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率（女）

脂質異常症患者の年齢調整外来受療率（男）

脂質異常症患者の年齢調整外来受療率（女）

特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム該当者数（男）

特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム該当者数（女）

特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム予備群者数（男）

特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム予備群者数（女）

肥満者の割合（男） 脳血管疾患により救急搬送された患者数

肥満者の割合（女） 脳血管疾患受療率（入院）

収縮期（最高）血圧の平均値（男） 脳血管疾患受療率（外来）

収縮期（最高）血圧の平均値（女）

LDLコレステロール160mg/dl以上のものの割合（男）

LDLコレステロール160mg/dl以上のものの割合（女）

食塩摂取量の平均値（男）

食塩摂取量の平均値（女）

野菜摂取量の平均値（男）

野菜摂取量の平均値（女）

1日の歩数の平均値（男　20～64歳）

1日の歩数の平均値（女　20～64歳）

1日の歩数の平均値（男　65歳以上）

1日の歩数の平均値（女　65歳以上）

運動習慣のあるものの割合（男）

運動習慣のあるものの割合（女）

睡眠で休養がとれている者の割合（20-59歳）

睡眠で休養がとれている者の割合（60歳以上）

睡眠時間が十分に確保できている者の割合（20-59歳） 脳血管疾患の年齢調整死亡率（男）

睡眠時間が十分に確保できている者の割合（60歳以上） 脳血管疾患の年齢調整死亡率（女）

脳卒中の初期症状について知っている県民数 脳卒中標準化死亡比（全体　男）

脳卒中標準化死亡比（全体　女）

脳卒中標準化死亡比（脳梗塞　男）

特定健診受診率（男） 脳卒中標準化死亡比（脳梗塞　女）

特定健診受診率（女） 脳卒中標準化死亡比（脳出血　男）

特定保健指導実施率（男） 脳卒中標準化死亡比（脳出血　女）

特定保健指導実施率（女） 健康寿命（男）

特定保健指導対象者数（男） 健康寿命（女）

特定保健指導対象者数（女） 平均寿命と健康寿命の差の延伸（男）

特定保健指導修了者数（男） 平均寿命と健康寿命の差の延伸（女）

特定保健指導修了者数（女）

神経・脳血管領域の一次診療を行う医療機関数

救急隊の救急救命士運用率 脳梗塞に対するt-PAによる血栓溶解法の実施件数（算定回数）

脳梗塞に対するt-PAによる血栓溶解法の実施件数（SCR）

脳梗塞に対する脳血管内治療（経皮的脳血栓回収療法等）の実施件数（算定回数）

神経内科医師数 脳梗塞に対する脳血管内治療（経皮的脳血栓回収療法等）の実施件数（SCR）

脳神経外科医師数 くも膜下出血に対する脳動脈瘤クリッピング術の実施件数（算定回数）

脳卒中の専用病室を有する病院数 くも膜下出血に対する脳動脈瘤クリッピング術の実施件数（SCR）

脳卒中の専用病室を有する病床数 くも膜下出血に対する脳動脈瘤コイル塞栓術の実施件数（算定回数）

脳梗塞に対するt-PAによる血栓溶解療法の実施可能な病院数 くも膜下出血に対する脳動脈瘤コイル塞栓術の実施件数（SCR）

経皮的選択的脳血栓、塞栓妖怪術（脳梗塞に対する血栓回収術）が実施可能な病院数

リハビリテーションが実施可能な医療機関数

理学療法士数

作業療法士数 脳卒中患者に対する嚥下訓練の実施件数（急性期）（算定回数）

言語聴覚士数 脳卒中患者に対する嚥下訓練の実施件数（急性期）（SCR）

脳卒中リハビリテーション認定看護師数 脳卒中患者に対するリハビリテーションの実施件数（算定回数）

リハビリテーション科医師数 脳卒中患者に対するリハビリテーションの実施件数（SCR）

脳血管疾患退院患者平均在院日数

脳卒中の初期対応や予後改善に関する正しい知識を知っている県民数

医療ソーシャルワーカー数 脳卒中患者に対するリハビリテーションの実施件数（算定回数）【再掲】

脳卒中地域クリティカルパスを導入している医療機関数 脳卒中患者に対するリハビリテーションの実施件数（SCR）【再掲】

地域のサービスとの連携窓口を設置している医療機関数 脳血管疾患退院患者平均在院日数【再掲】

脳卒中による入院と同月に摂食機能療法を実施された患者数

在宅等生活の場に復帰した脳血管疾患患者の割合

かながわ治療と仕事の両立推進企業の認定企業数 脳卒中患者における介護連携指導の実施件数（算定回数）

両立支援コーディネーター基礎研修の受講者数

脳卒中の相談窓口を設置している急性期脳卒中診療が常時可能な医療機関数

神奈川県循環器病対策推進計画

第

1

節

第１項　未病改善や正しい知識の普及啓発

【予防】脳卒中の発症を予防できている

【最終目標】健康寿命の延伸、

循環器病の年齢調整死亡率の減少及びQOLの向上

第２項　健診の普及や取組の推進

　第７項　治療と仕事の両立支援・就労支援

　第８項　小児期・若年期から配慮が必要な循環器病への対策

　第９項　循環器病に関する適切な情報提供・相談支援

【救護・急性期】できるだけ早く専門医療機関へ搬送される・発症後早期に専門的な治療を受け

ることができる

第

２

節

第１項　循環器病の救急搬送体制の整備

第２項　救急医療の確保をはじめとした循環器病に係る医療提供体制の構築

第３項　リハビリテーション等の取組

【回復期】身体機能の早期改善のための集中的リハビリテーションを受けることができる

第４項　循環器病の後遺症を有する者等に対する支援

　第５項　循環器病の緩和ケア

【維持期】生活機能維持・向上のためのリハビリテーションを受けることができる
　第６項　社会連携に基づく循環器病対策・循環器病患者支援

仮

仮

仮

仮

仮

67129461
スタンプ



喫煙率（男）

喫煙率（女）

ニコチン依存管理の実施件数

ハイリスク飲酒者の割合（男）

ハイリスク飲酒者の割合（女）

高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率（男）

高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率（女）

脂質異常症患者の年齢調整外来受療率（男）

脂質異常症患者の年齢調整外来受療率（女）

特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム該当者数（男）

特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム該当者数（女）

特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム予備群者数（男）

特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム予備群者数（女）

肥満者の割合（男） 虚血性心疾患により救急搬送された患者数

肥満者の割合（女） 虚血性心疾患受療率（入院）

収縮期（最高）血圧の平均値（男） 虚血性心疾患受療率（外来）

収縮期（最高）血圧の平均値（女） 虚血性心疾患全体（入院・外来）（SCR）

LDLコレステロール160mg/dl以上のものの割合（男）

LDLコレステロール160mg/dl以上のものの割合（女）

食塩摂取量の平均値（男）

食塩摂取量の平均値（女）

野菜摂取量の平均値（男）

野菜摂取量の平均値（女）

1日の歩数の平均値（男　20～64歳）

1日の歩数の平均値（女　20～64歳）

1日の歩数の平均値（男　65歳以上）

1日の歩数の平均値（女　65歳以上）

運動習慣のあるものの割合（男）

運動習慣のあるものの割合（女）

睡眠で休養がとれている者の割合（20-59歳）

睡眠で休養がとれている者の割合（60歳以上）

睡眠時間が十分に確保できている者の割合（20-59歳）

睡眠時間が十分に確保できている者の割合（60歳以上） 心疾患の年齢調整死亡率（男）

心疾患の年齢調整死亡率（女）

急性心筋梗塞の年齢調整死亡率（男）

特定健診受診率（男） 急性心筋梗塞の年齢調整死亡率（女）

特定健診受診率（女） 心疾患標準化死亡比（全体　男）

特定保健指導実施率（男） 心疾患標準化死亡比（全体　女）

特定保健指導実施率（女） 心疾患標準化死亡比（急性心筋梗塞　男）

特定保健指導対象者数（男） 心疾患標準化死亡比（急性心筋梗塞　女）

特定保健指導対象者数（女） 心疾患標準化死亡比（心不全　男）

特定保健指導修了者数（男） 心疾患標準化死亡比（心不全　女）

特定保健指導修了者数（女） 健康寿命（男）

循環器系領域の一次診療を行う医療機関数 健康寿命（女）

平均寿命と健康寿命の差の延伸（男）

平均寿命と健康寿命の差の延伸（女）

心肺機能停止傷病者（心肺停止患者）全搬送人数のうち、一般市民により除細動が実施された件数

一般市民が目撃した心原性心肺機能停止傷病者のうち、一般市民が心肺蘇生を実施した件数

応急手当普及啓発受講者数（普通・上級救命講習人口1万人あたりの受講者数）

救急隊の救急救命士運用率

一般市民が目撃した心原性心肺機能停止傷病者の生存率

循環器内科医師数 急性心筋梗塞に対する経皮的冠動脈インターベンションの実施件数（算定回数）

心臓血管外科医師数 急性心筋梗塞に対する経皮的冠動脈インターベンションの実施件数（SCR）

心臓内科系集中治療室（CCU）を有する病院数 虚血性心疾患に対する心臓血管外科手術件数

心臓内科系集中治療室（CCU）を有する病床数

心臓血管外科手術が実施可能な医療機関数

冠動脈バイパス術が実施可能な医療機関数

経皮的冠動脈形成術が実施可能な医療機関数

経皮的冠動脈ステント留置術が実施可能な医療機関数

大動脈瘤手術が可能な医療機関数

心血管疾患リハビリテーションが実施可能な医療機関数 入院心血管疾患リハビリテーションの実施件数（算定回数）

理学療法士数 入院心血管疾患リハビリテーションの実施件数（SCR）

作業療法士数 外来心血管疾患リハビリテーションの実施件数（算定回数）

言語聴覚士数 外来心血管疾患リハビリテーションの実施件数（SCR）

慢性心不全看護認定看護師及び心不全看護認定看護師の人数 虚血性心疾患の退院患者平均在院日数

心臓病の再発予防のために、心臓リハビリテーションが重要であることを知っている県民数 心血管疾患の退院患者平均在院日数

心不全緩和ケアトレーニングコース受講者数

入院心血管疾患リハビリテーションの実施件数（算定回数）【再掲】

入院心血管疾患リハビリテーションの実施件数（SCR）【再掲】

医療ソーシャルワーカー数 外来心血管疾患リハビリテーションの実施件数（算定回数）【再掲】

急性心筋梗塞地域クリティカルパスを導入している医療機関数 外来心血管疾患リハビリテーションの実施件数（SCR）【再掲】

虚血性心疾患の退院患者平均在院日数【再掲】

心血管疾患の退院患者平均在院日数【再掲】

かながわ治療と仕事の両立推進企業の認定企業数 在宅等生活の場に復帰した虚血性心疾患患者の割合

両立支援コーディネーター基礎研修の受講者数 心血管疾患における介護連携指導の実施件数（算定回数）

小児循環器専門医修練施設数

小児循環器専門医数

成人先天性心疾患専門医修練施設数

成人先天性心疾患専門医数

【慢性期・再発予防】日常生活の場で再発予防ができ、心血管疾患リハビリテーションと

心身の緩和ケアを受けることができ、合併症発症時には適切な対応を受けることができる

　第６項　社会連携に基づく循環器病対策・循環器病患者支援

神奈川県循環器病対策推進計画

第

1

節

第１項　未病改善や正しい知識の普及啓発

【予防】 心筋梗塞等の心血管疾患の発症を予防できている

【最終目標】健康寿命の延伸、

循環器病の年齢調整死亡率の減少及びQOLの向上

第２項　健診の普及や取組の推進

【発症時・救護・急性期】できるだけ早く専門医療機関へ搬送される

・発症後早期に専門的な治療を受けることができる

第２項　救急医療の確保をはじめとした循環器病に係る医療提供体制の構築

【回復期】合併症や再発予防、在宅復帰のためのリハビリテーションと

心身の緩和ケアをうけることができる第３項　リハビリテーション等の取組

第４項　循環器病の後遺症を有する者等に対する支援

　第７項　治療と仕事の両立支援・就労支援

　第８項　小児期・若年期から配慮が必要な循環器病への対策

　第９項　循環器病に関する適切な情報提供・相談支援

第

２

節

第１項　循環器病の救急搬送体制の整備

　第５項　循環器病の緩和ケア

仮

仮

仮

仮

仮

67129461
スタンプ



位置づけ
ロジック

モデル
指標名

旧指標番号

又は新規
追加した理由等

初期 喫煙率（男） C101

初期 喫煙率（女） C101

初期 ニコチン依存管理の実施件数 C103

初期 ハイリスク飲酒者の割合（男） C104

初期 ハイリスク飲酒者の割合（女） C104

初期 高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率（男） C106

初期 高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率（女） C106

初期 脂質異常症患者の年齢調整外来受療率（男） C107

初期 脂質異常症患者の年齢調整外来受療率（女） C107

初期 特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム該当者数（男） C108

初期 特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム該当者数（女） C108

初期 特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム予備群者数（男） C108

初期 特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム予備群者数（女） C108

初期 肥満者の割合（男） 新規

初期 肥満者の割合（女） 新規

初期 収縮期（最高）血圧の平均値（男） 新規

初期 収縮期（最高）血圧の平均値（女） 新規

初期 LDLコレステロール160mg/dl以上のものの割合（男） 新規

初期 LDLコレステロール160mg/dl以上のものの割合（女） 新規

初期 食塩摂取量の平均値（男） 新規

初期 食塩摂取量の平均値（女） 新規

初期 野菜摂取量の平均値（男） 新規

初期 野菜摂取量の平均値（女） 新規

初期 1日の歩数の平均値（男　20～64歳） 新規

初期 1日の歩数の平均値（女　20～64歳） 新規

初期 1日の歩数の平均値（男　65歳以上） 新規

初期 1日の歩数の平均値（女　65歳以上） 新規

初期 運動習慣のあるものの割合（男） 新規

初期 運動習慣のあるものの割合（女） 新規

初期 睡眠で休養がとれている者の割合（20-59歳） 新規

初期 睡眠で休養がとれている者の割合（60歳以上） 新規

初期 睡眠時間が十分に確保できている者の割合（20-59歳） 新規

初期 睡眠時間が十分に確保できている者の割合（60歳以上） 新規

初期 脳卒中の初期症状について知っている県民数 C201
県民ニーズ調査にて集計している県独自のデータで、県民への普及啓発

等の施策の指標として必要であると考えるため。

第１項　未病改善や正しい知識

の普及啓発

循環器病はさまざまな危険因子との関連性があり、他計画（健康プラン

21）との整合性及び、第1項の施策の進捗状況の把握のために必要な指

標であると考えられるため。

67129461
スタンプ



位置づけ
ロジック

モデル
指標名

旧指標番号

又は新規
追加した理由等

初期 特定健診受診率（男）
新規

心　C202

心血管疾患のロジックモデルには記載があり、脳血管疾患にも関係する

として考えるため。

初期 特定健診受診率（女）
新規

心　C202

心血管疾患のロジックモデルには記載があり、脳血管疾患にも関係する

として考えるため。

初期 特定保健指導実施率（男）
新規

心　C203

心血管疾患のロジックモデルには記載があり、脳血管疾患にも関係する

として考えるため。

初期 特定保健指導実施率（女）
新規

心　C203

心血管疾患のロジックモデルには記載があり、脳血管疾患にも関係する

として考えるため。

初期 特定保健指導対象者数（男） C401

初期 特定保健指導対象者数（女） C401

初期 特定保健指導修了者数（男） C401

初期 特定保健指導修了者数（女） C401

初期 神経・脳血管領域の一次診療を行う医療機関数 C301

第１項　循環器病の救急搬送体

制の整備
初期 救急隊の救急救命士運用率 C601

初期 神経内科医師数 C801

初期 脳神経外科医師数 C802

初期 脳卒中の専用病室を有する病院数 C803

初期 脳卒中の専用病室を有する病床数 C803

初期 脳梗塞に対するt-PAによる血栓溶解療法の実施可能な病院数 C804

初期 経皮的選択的脳血栓、塞栓妖怪術（脳梗塞に対する血栓回収術）が実施可能な病院数 C805

初期 リハビリテーションが実施可能な医療機関数 C1001

初期 理学療法士数 C1302

初期 作業療法士数 C1302

初期 言語聴覚士数 C1302

初期 脳卒中リハビリテーション認定看護師数 C1401

初期 リハビリテーション科医師数 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

第４項　循環器病の後遺症を有

する者等に対する支援
初期 脳卒中の初期対応や予後改善に関する正しい知識を知っている県民数 新規

県民ニーズ調査にて集計している県独自のデータで、県民への普及啓発

等の施策の指標として必要であると考えるため。

第５項　循環器病の緩和ケア

初期 医療ソーシャルワーカー数 C1602

初期 脳卒中地域クリティカルパスを導入している医療機関数 C1601

初期 地域のサービスとの連携窓口を設置している医療機関数 C1201

初期 かながわ治療と仕事の両立推進企業の認定企業数
指標に記載有

新規
県独自の施策の進捗状況の把握に必要な指標であるため。

初期 両立支援コーディネーター基礎研修の受講者数 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

第８項　小児期・若年期から配

慮が必要な循環器病への対策

第７項　治療と仕事の両立支

援・就労支援

第２項　健診の普及や取組の推

進

第２項　救急医療の確保をはじ

めとした循環器病に係る医療提

供体制の構築

第３項　リハビリテーション等

の取組

第６項　社会連携に基づく循環

器病対策・循環器病患者支援



位置づけ
ロジック

モデル
指標名

旧指標番号

又は新規
追加した理由等

第９項　循環器病に関する適切

な情報提供・相談支援
初期 脳卒中の相談窓口を設置している急性期脳卒中診療が常時可能な医療機関数 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

【予防】 中間 脳血管疾患により救急搬送された患者数 B101

【予防】 中間 脳血管疾患受療率（入院） B102

【予防】 中間 脳血管疾患受療率（外来） B102

【救護・急性期】 中間 脳梗塞に対するt-PAによる血栓溶解法の実施件数（算定回数） B301

【救護・急性期】 中間 脳梗塞に対するt-PAによる血栓溶解法の実施件数（SCR） B301

【救護・急性期】 中間 脳梗塞に対する脳血管内治療（経皮的脳血栓回収療法等）の実施件数（算定回数） B302

【救護・急性期】 中間 脳梗塞に対する脳血管内治療（経皮的脳血栓回収療法等）の実施件数（SCR） B302

【救護・急性期】 中間 くも膜下出血に対する脳動脈瘤クリッピング術の実施件数（算定回数） B303

【救護・急性期】 中間 くも膜下出血に対する脳動脈瘤クリッピング術の実施件数（SCR） B303

【救護・急性期】 中間 くも膜下出血に対する脳動脈瘤コイル塞栓術の実施件数（算定回数） B304

【救護・急性期】 中間 くも膜下出血に対する脳動脈瘤コイル塞栓術の実施件数（SCR） B304

【回復期】 中間 脳卒中患者に対する嚥下訓練の実施件数（急性期）（算定回数） B305

【回復期】 中間 脳卒中患者に対する嚥下訓練の実施件数（急性期）（SCR） B305

【回復期】【維持期】 中間 脳卒中患者に対するリハビリテーションの実施件数（算定回数） B306

【回復期】【維持期】 中間 脳卒中患者に対するリハビリテーションの実施件数（SCR） B306

【回復期】【維持期】 中間 脳血管疾患退院患者平均在院日数 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

【維持期】 中間 脳卒中による入院と同月に摂食機能療法を実施された患者数 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

【維持期】 中間 在宅等生活の場に復帰した脳血管疾患患者の割合 B405

【維持期】 中間 脳卒中患者における介護連携指導の実施件数（算定回数） 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

最終 脳血管疾患の年齢調整死亡率（男） A101

最終 脳血管疾患の年齢調整死亡率（女） A101

最終 脳卒中標準化死亡比（全体　男） A102

最終 脳卒中標準化死亡比（全体　女） A102

最終 脳卒中標準化死亡比（脳梗塞　男） A102

最終 脳卒中標準化死亡比（脳梗塞　女） A102

最終 脳卒中標準化死亡比（脳出血　男） A102

最終 脳卒中標準化死亡比（脳出血　女） A102

最終 健康寿命（男） A103

最終 健康寿命（女） A103

最終 平均寿命と健康寿命の差の延伸（男） 新規
健康寿命の延伸・QOLの向上を図る既存の指標が取得不可能であり、計

画本文にも掲載されているため、代替えとして追加したい。

最終 平均寿命と健康寿命の差の延伸（女） 新規
健康寿命の延伸・QOLの向上を図る既存の指標が取得不可能であり、計

画本文にも掲載されているため、代替えとして追加したい。

最終目標

（健康寿命の延伸、循環器病の

年齢調整死亡率の減少及びQOL

の向上）



位置づけ
ロジック

モデル
指標名

旧指標番号

又は新規
追加した理由等

初期 喫煙率（男） C101

初期 喫煙率（女） C101

初期 ニコチン依存管理の実施件数 C103

初期 ハイリスク飲酒者の割合（男） C104

初期 ハイリスク飲酒者の割合（女） C104

初期 高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率（男） C106

初期 高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率（女） C106

初期 脂質異常症患者の年齢調整外来受療率（男） C107

初期 脂質異常症患者の年齢調整外来受療率（女） C107

初期 特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム該当者数（男）
新規

脳　C108

脳血管疾患のロジックモデルには記載があり、心血管疾患にも関係するとし

て考えるため。

初期 特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム該当者数（女）
新規

脳　C108

脳血管疾患のロジックモデルには記載があり、心血管疾患にも関係するとし

て考えるため。

初期 特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム予備群者数（男）
新規

脳　C108

脳血管疾患のロジックモデルには記載があり、心血管疾患にも関係するとし

て考えるため。

初期 特定健診受診者のうちメタボリックシンドローム予備群者数（女）
新規

脳　C108

脳血管疾患のロジックモデルには記載があり、心血管疾患にも関係するとし

て考えるため。

初期 肥満者の割合（男） 新規

初期 肥満者の割合（女） 新規

初期 収縮期（最高）血圧の平均値（男） 新規

初期 収縮期（最高）血圧の平均値（女） 新規

初期 LDLコレステロール160mg/dl以上のものの割合（男） 新規

初期 LDLコレステロール160mg/dl以上のものの割合（女） 新規

初期 食塩摂取量の平均値（男） 新規

初期 食塩摂取量の平均値（女） 新規

初期 野菜摂取量の平均値（男） 新規

初期 野菜摂取量の平均値（女） 新規

初期 1日の歩数の平均値（男　20～64歳） 新規

初期 1日の歩数の平均値（女　20～64歳） 新規

初期 1日の歩数の平均値（男　65歳以上） 新規

初期 1日の歩数の平均値（女　65歳以上） 新規

初期 運動習慣のあるものの割合（男） 新規

初期 運動習慣のあるものの割合（女） 新規

初期 睡眠で休養がとれている者の割合（20-59歳） 新規

初期 睡眠で休養がとれている者の割合（60歳以上） 新規

初期 睡眠時間が十分に確保できている者の割合（20-59歳） 新規

初期 睡眠時間が十分に確保できている者の割合（60歳以上） 新規

循環器病はさまざまな危険因子との関連性があり、他計画（健康プラン21）

との整合性及び、第1項の施策の進捗状況の把握のために必要な指標である

と考えられるため。

第１項　未病改善や正しい知識

の普及啓発

67129461
スタンプ



位置づけ
ロジック

モデル
指標名

旧指標番号

又は新規
追加した理由等

初期 特定健診受診率（男） C202

初期 特定健診受診率（女） C202

初期 特定保健指導実施率（男） C203

初期 特定保健指導実施率（女） C203

初期 特定保健指導対象者数（男）
新規

脳　C401

脳血管疾患のロジックモデルには記載があり、心血管疾患にも関係するとし

て考えるため。

初期 特定保健指導対象者数（女）
新規

脳　C401

脳血管疾患のロジックモデルには記載があり、心血管疾患にも関係するとし

て考えるため。

初期 特定保健指導修了者数（男）
新規

脳　C401

脳血管疾患のロジックモデルには記載があり、心血管疾患にも関係するとし

て考えるため。

初期 特定保健指導修了者数（女）
新規

脳　C401

脳血管疾患のロジックモデルには記載があり、心血管疾患にも関係するとし

て考えるため。

初期 循環器系領域の一次診療を行う医療機関数 C301

初期 心肺機能停止傷病者（心肺停止患者）全搬送人数のうち、一般市民により除細動が実施された件数 C501

初期 一般市民が目撃した心原性心肺機能停止傷病者のうち、一般市民が心肺蘇生を実施した件数 新規 他都道府県の計画に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

初期 応急手当普及啓発受講者数（普通・上級救命講習人口1万人あたりの受講者数） 新規 他都道府県の計画に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

初期 救急隊の救急救命士運用率 C601

初期 循環器内科医師数 C801

初期 心臓血管外科医師数 C802

初期 心臓内科系集中治療室（CCU）を有する病院数 C803

初期 心臓内科系集中治療室（CCU）を有する病床数 C803

初期 心臓血管外科手術が実施可能な医療機関数 C804

初期 冠動脈バイパス術が実施可能な医療機関数 C901

初期 経皮的冠動脈形成術が実施可能な医療機関数 C902

初期 経皮的冠動脈ステント留置術が実施可能な医療機関数 C903

初期 大動脈瘤手術が可能な医療機関数 C904

初期 心血管疾患リハビリテーションが実施可能な医療機関数 C1001

初期 理学療法士数

初期 作業療法士数

初期 言語聴覚士数

初期 慢性心不全看護認定看護師及び心不全看護認定看護師の人数 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

初期 心臓病の再発予防のために、心臓リハビリテーションが重要であることを知っている県民数 新規

C1601　再発や合併症発生時の対応について理解している患者数の代わりと

なる指標で、県民ニーズ調査にて集計している県独自のデータで、県民への

普及啓発等の施策の指標として必要であると考えるため。

第２項　健診の普及や取組の推

進

第１項　循環器病の救急搬送体

制の整備

第２項　救急医療の確保をはじ

めとした循環器病に係る医療提

供体制の構築

第３項　リハビリテーション等

の取組

新規

脳　C1302

脳血管疾患のロジックモデルには記載があり、心血管疾患にも関係するとし

て考えるため。



位置づけ
ロジック

モデル
指標名

旧指標番号

又は新規
追加した理由等

第４項　循環器病の後遺症を有

する者等に対する支援
初期

第５項　循環器病の緩和ケア 初期 心不全緩和ケアトレーニングコース受講者数 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

初期 医療ソーシャルワーカー数
新規

脳　C1602

脳血管疾患のロジックモデルには記載があり、心血管疾患にも関係するとし

て考えるため。

初期 急性心筋梗塞地域クリティカルパスを導入している医療機関数 C1202

初期 かながわ治療と仕事の両立推進企業の認定企業数
指標に記載有

新規
県独自の施策の進捗状況の把握に必要な指標であるため。

初期 両立支援コーディネーター基礎研修の受講者数 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

初期 小児循環器専門医修練施設数 新規
他都道府県計画に記載があり、第8項に関連する指標で、現状を把握できる

指標のため。

初期 小児循環器専門医数 新規
他都道府県計画に記載があり、第8項に関連する指標で、現状を把握できる

指標のため。

初期 成人先天性心疾患専門医修練施設数 新規
他都道府県計画に記載があり、第8項に関連する指標で、現状を把握できる

指標のため。

初期 成人先天性心疾患専門医数 新規
他都道府県計画に記載があり、第8項に関連する指標で、現状を把握できる

指標のため。

第９項　循環器病に関する適切

な情報提供・相談支援
初期

【予防】 中間 虚血性心疾患により救急搬送された患者数 B101

【予防】 中間 虚血性心疾患受療率（入院） B102

【予防】 中間 虚血性心疾患受療率（外来） B102

【予防】 中間 虚血性心疾患全体（入院・外来）（SCR） B102

【発症時・救護・急性期】 中間 一般市民が目撃した心原性心肺機能停止傷病者の生存率 新規 他都道府県の計画に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

【発症時・救護・急性期】 中間 急性心筋梗塞に対する経皮的冠動脈インターベンションの実施件数（算定回数） B302

【発症時・救護・急性期】 中間 急性心筋梗塞に対する経皮的冠動脈インターベンションの実施件数（SCR） B302

【発症時・救護・急性期】 中間 虚血性心疾患に対する心臓血管外科手術件数 B303

第６項　社会連携に基づく循環

器病対策・循環器病患者支援

第７項　治療と仕事の両立支

援・就労支援

第８項　小児期・若年期から配

慮が必要な循環器病への対策



位置づけ
ロジック

モデル
指標名

旧指標番号

又は新規
追加した理由等

【回復期】

【慢性期・再発予防】
中間 入院心血管疾患リハビリテーションの実施件数（算定回数） B304

【回復期】

【慢性期・再発予防】
中間 入院心血管疾患リハビリテーションの実施件数（SCR） B304

【回復期】

【慢性期・再発予防】
中間 外来心血管疾患リハビリテーションの実施件数（算定回数） B402

【回復期】

【慢性期・再発予防】
中間 外来心血管疾患リハビリテーションの実施件数（SCR） B402

【回復期】

【慢性期・再発予防】
中間 虚血性心疾患の退院患者平均在院日数 B307

【回復期】

【慢性期・再発予防】
中間 心血管疾患の退院患者平均在院日数 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

【慢性期・再発予防】 中間 在宅等生活の場に復帰した虚血性心疾患患者の割合 B501

【慢性期・再発予防】 中間 心血管疾患における介護連携指導の実施件数（算定回数） 新規 国指標例に記載があり、進捗状況を把握できると考えるため。

最終 心疾患の年齢調整死亡率（男） A101

最終 心疾患の年齢調整死亡率（女） A101

最終 急性心筋梗塞の年齢調整死亡率（男） A101

最終 急性心筋梗塞の年齢調整死亡率（女） A101

最終 心疾患標準化死亡比（全体　男） A102

最終 心疾患標準化死亡比（全体　女） A102

最終 心疾患標準化死亡比（急性心筋梗塞　男） A102

最終 心疾患標準化死亡比（急性心筋梗塞　女） A102

最終 心疾患標準化死亡比（心不全　男） A102

最終 心疾患標準化死亡比（心不全　女） A102

最終 健康寿命（男） A103

最終 健康寿命（女） A103

最終 平均寿命と健康寿命の差の延伸（男） 新規
健康寿命の延伸・QOLの向上を図る既存の指標が取得不可能であり、計画本

文にも掲載されているため、代替えとして追加したい。

最終 平均寿命と健康寿命の差の延伸（女） 新規
健康寿命の延伸・QOLの向上を図る既存の指標が取得不可能であり、計画本

文にも掲載されているため、代替えとして追加したい。

最終目標

（健康寿命の延伸、循環器病の

年齢調整死亡率の減少及びQOL

の向上）



位置づけ 関連 指標名
旧指標番号

又は新規
参考指標とした理由

参考指標 脳
嚥下訓練の実施件数（回復期）（算定回数）

（旧指標名：脳卒中患者に対する嚥下訓練の実施件数）
脳　B401

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため、記載を改め

て参考指標とする

参考指標 脳
嚥下訓練の実施件数（回復期）（SCR）

（旧指標名：脳卒中患者に対する嚥下訓練の実施件数）
脳　B401

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため、記載を改め

て参考指標とする

参考指標 脳 訪問歯科衛生指導を受ける患者数 脳　C1901
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 脳 脳血管疾患により救急搬送された圏域外への搬送率 脳　C701 全国値の取得ができないが、循環器病に関連する指標のため参考指標とする。

参考指標 脳 脳卒中患者における地域連携計画作成等の実施件数（算定回数） 脳　B307 全国値の取得ができないが、循環器病に関連する指標のため参考指標とする。

参考指標 脳 脳卒中患者に対する療養・就労両立支援の実施件数（算定回数） 新規 全国値の取得ができないが、循環器病に関連する指標のため参考指標とする。

参考指標 心 虚血性心疾患により救急搬送された圏域外への搬送率 心　C701 全国値の取得ができないが、循環器病に関連する指標のため参考指標とする。

参考指標 心 急性心筋梗塞患者に対するPCI実施率 新規 全国値の取得ができないが、循環器病に関連する指標のため参考指標とする。

参考指標 心 来院後90分以内の冠動脈再開通達成率 心　B301 全国値の取得ができないが、循環器病に関連する指標のため参考指標とする。

参考指標 心 在宅等生活の場に復帰した大動脈疾患患者の割合 新規 全国値の取得ができないが、循環器病に関連する指標のため参考指標とする。

参考指標 心 心血管疾患患者における地域連携計画作成等の実施件数（算定回数） 心　B306 全国値の取得ができないが、循環器病に関連する指標のため参考指標とする。

参考指標 心 心血管疾患に対する療養・就労両立支援の実施件数（算定回数） 新規 全国値の取得ができないが、循環器病に関連する指標のため参考指標とする。

参考指標 共通
早期リハビリテーションの実施件数（算定回数）

（旧指標名：脳卒中患者に対する早期リハビリテーションの実施件数）
脳　B306

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため、記載を改め

て、共通の参考指標とする

参考指標 共通
早期リハビリテーションの実施件数（SCR）

（旧指標名：脳卒中患者に対する早期リハビリテーションの実施件数）
脳　B306

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため、記載を改め

て、共通の参考指標とする

参考指標 共通 救急要請（覚知）から医療機関への収容までに要した平均時間 脳・心B201
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通
緩和ケアを提供する医療施設数

（旧指標名：心血管疾患患者に緩和ケアを提供する医療機関数）
心　C1101

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため、記載を改め

て参考指標とする

参考指標 共通
緩和ケアの実施件数（算定回数）

（旧指標名：心血管疾患患者に対する緩和ケアを受けた患者数/緩和ケアの実施件数）
心　B305

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため、記載を改め

て参考指標とする

参考指標 共通
緩和ケアの実施件数（SCR）

（旧指標名：心血管疾患患者に対する緩和ケアを受けた患者数/緩和ケアの実施件数）
心　B305

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため、記載を改め

て参考指標とする

参考指標 共通

地域連携計画作成等の実施件数（SCR）

（旧指標名：脳卒中患者に対する地域連携計画作成等の実施件数/虚血性心疾患患者に対する地域連携計画作成等の実

施件数）

脳　B307

心　B306

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため、記載を改め

て参考指標とする

67129461
スタンプ



位置づけ 関連 指標名
旧指標番号

又は新規
参考指標とした理由

参考指標 共通
入退院支援を行っている医療機関数

（旧指標名（心）：循環器内科及び心臓血管外科を標ぼうする医療機関で地域連携室等を整備している医療機関数）

脳　C2001

心　C1201

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため、記載を改め

て参考指標とする

参考指標 共通 入退院支援の実施件数（算定回数）入退院支援加算１ 心　C1803
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 入退院支援の実施件数（算定回数）入退院支援加算２ 心　C1803
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 入退院支援の実施件数（SCR）入退院支援加算１ 心　C1803
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 入退院支援の実施件数（SCR）入退院支援加算２ 心　C1803
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 訪問診療を実施している診療所数 心　C2101
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 訪問診療を実施している病院数 心　C2101
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 訪問診療の実施件数 心　B504
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 訪問看護師数 心　C2102
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 訪問看護を受ける利用者数（医療）
脳　C1801

心　B505

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 訪問看護を受ける利用者数（介護）
脳　C1801

心　B505

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 訪問リハビリを受ける利用者数（医療） 脳　B501
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 訪問リハビリを受ける利用者数（介護） 脳　B501
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 通所リハビリを受ける利用者数 脳　B502
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 訪問薬剤指導を実施する薬局数（医療） 心　C2103
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通
訪問薬剤指導を実施する事業所数（介護）

（旧指標名：訪問薬剤指導を実施する薬局数（介護））
心　C2103

循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため、記載を改め

て、参考指標とする。

参考指標 共通 薬剤師の訪問薬剤管理指導の実施件数（医療） 心　B506
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。

参考指標 共通 薬剤師の居宅療養管理指導の実施件数（介護） 心　B506
循環器病に限定された指標ではないが、当分野の現状を把握するため参考指標とす

る。



指標名 出典
計画策定時の値
(データの年度)

嚥下訓練の実施件数（回復期）（算定回数）
（旧指標名：脳卒中患者に対する嚥下訓練の実施件数）

嚥下訓練の実施件数（回復期）（SCR）
（旧指標名：脳卒中患者に対する嚥下訓練の実施件数）

訪問歯科衛生指導を受ける患者数

脳血管疾患により救急搬送された圏域外への搬送率

脳卒中患者における地域連携計画作成等の実施件数（算定
回数）

脳卒中患者に対する療養・就労両立支援の実施件数（算定
回数）

虚血性心疾患により救急搬送された圏域外への搬送率

急性心筋梗塞患者に対するPCI実施率

来院後90分以内の冠動脈再開通達成率

在宅等生活の場に復帰した大動脈疾患患者の割合

心血管疾患患者における地域連携計画作成等の実施件数
（算定回数）

心血管疾患に対する療養・就労両立支援の実施件数（算定
回数）

早期リハビリテーションの実施件数（算定回数）
（旧指標名：脳卒中患者に対する早期リハビリテーションの
実施件数）

早期リハビリテーションの実施件数（SCR）
（旧指標名：脳卒中患者に対する早期リハビリテーションの
実施件数）

救急要請（覚知）から医療機関への収容までに要した平均時
間

緩和ケアを提供する医療施設数
（旧指標名：心血管疾患患者に緩和ケアを提供する医療機関
数）

緩和ケアの実施件数（算定回数）
（旧指標名：心血管疾患患者に対する緩和ケアを受けた患者
数/緩和ケアの実施件数）

緩和ケアの実施件数（SCR）
（旧指標名：心血管疾患患者に対する緩和ケアを受けた患者
数/緩和ケアの実施件数）

地域連携計画作成等の実施件数（SCR）
（旧指標名：脳卒中患者に対する地域連携計画作成等の実
施件数/虚血性心疾患患者に対する地域連携計画作成等の
実施件数）

入退院支援を行っている医療機関数
（旧指標名（心）：循環器内科及び心臓血管外科を標ぼうする
医療機関で地域連携室等を整備している医療機関数）

入退院支援の実施件数（算定回数）入退院支援加算１

入退院支援の実施件数（算定回数）入退院支援加算２

入退院支援の実施件数（SCR）入退院支援加算１

入退院支援の実施件数（SCR）入退院支援加算２

訪問診療を実施している診療所数

訪問診療を実施している病院数

訪問診療の実施件数

訪問看護師数

訪問看護を受ける利用者数（医療）

訪問看護を受ける利用者数（介護）

訪問リハビリを受ける利用者数（医療）

訪問リハビリを受ける利用者数（介護）

通所リハビリを受ける利用者数

訪問薬剤指導を実施する薬局数（医療）

訪問薬剤指導を実施する事業所数（介護）
（旧指標名：訪問薬剤指導を実施する薬局数（介護））

薬剤師の訪問薬剤管理指導の実施件数（医療）

薬剤師の居宅療養管理指導の実施件数（介護）

67129461
スタンプ



ロジック

モデル
仕訳 指標名 旧指標番号 削除とする理由

共通 禁煙外来を行っている医療機関数 脳・心C102

C101喫煙率、C103ニコチン依存管理の実施件数と

いった指標による進捗状況の把握を行うため。また、

計画との結びつきが困難であるため。

共通 健診受診率
脳　C105

心　C201

こちらの指標はあくまで参考でしかなく、C202特定

健診受診率やC203特定保健指導実施率といった指標

により進捗状況の把握を行うため。

共通 発症後速やかに救急搬送要請できた件数
脳　C501

心　C401
独自調査が必要で、取得が困難であるため

心 心血管疾患患者に緩和ケアを提供する医師数・看護師数 心　C1901 独自調査が必要で、取得が困難であるため

心 再発や合併症発生時の対応について理解している患者数 心　C1601 独自調査が必要で、取得が困難であるため

心 心疾患による救急搬送患者の初診時の死亡数 心　B202 独自調査が必要で、取得が困難であるため

心 心不全患者の再入院率 心　A201 独自調査が必要で、取得が困難であるため

心 心疾患患者の生活の質 心　A202 独自調査が必要で、取得が困難であるため

脳 ADL改善率 脳　B404 独自調査が必要で、取得が困難であるため

脳 在宅等生活の場に復帰した脳血管疾患患者の機能的自立度 脳　A201 独自調査が必要で、取得が困難であるため

脳 脳卒中を再発した者の割合 脳　A202 独自調査が必要で、取得が困難であるため

脳 口腔機能管理を受ける患者数（急性期） 脳　C901 データの取得が困難であるため

脳 回復期リハビリテーション病床数 脳　C1301 データの取得が困難であるため

脳
回復期に口腔機能管理が実施可能な医療機関数

（口腔機能管理を受ける患者数（回復期））
脳　C1501 データの取得が困難であるため

脳 訪問リハビリを提供している事業所数 脳　C1702 全国値の取得が困難であるため

脳 通所リハビリを提供している事業所数 脳　C1703 全国値の取得が困難であるため

脳 老人保健施設定員数 脳　C1704 全国値の取得が困難であるため

67129461
スタンプ


